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先
日
来
道

路
建
設
に
あ

た
り
、
地
権

者
の
方
と
な

か
な
か
う
ま

く
話
す
こ
と

が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
権
者
の
親
族
の
方
と
お
話
し
す
る
機

会
が
あ
り
、
少
し
ば
か
り
光
明
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
議
員
は
議
会
で
の
審
査
、
審
議
も
大
事
で
す

が
一
本
の
道
路
を
つ
け
る
た
め
に
も
多
く
の
地
権
者
の

皆
様
や
地
域
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い
、
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
に
着
手
で
き
る
よ
う
お
手
伝

い
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
地
元
で
あ
れ

ば
朝
晩
関
係
な
く
関
係
者
を
尋
ね
も
し
ま
す
。
基
本
的

に
は
地
元
で
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ど
の
よ
う
な
手
段
が

あ
る
の
か
検
討
す
る
の
で
す
が
、
最
近
は
「
コ
ロ
ナ
対

策
」「
新
庁
舎
問
題
に
対
す
る
対
応
」
な
ど
が
あ
り
地
域

の
皆
様
の
困
り
ご
と
へ
の
対
応
な
ど
大
変
行
動
し
づ
ら

く
な
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
事
業
に
向
け
て
来
年
度
予

算
の
獲
得
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
が
ま
ず
は
一
つ
ず
つ

謙
虚
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

住
民
投
票
条
例
案
を
否
決
し
9
月
定
例
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
会
派
を
代
表
し
て
反
対
討
論
に
立
ち
、
条
例

の
問
題
点
、
市
長
の
意
見
に
対
す
る
考
え
、
条
例
請
求

者
の
意
見
陳
述
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
や
討
論
の
内
容
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
見
れ
ま
す
の
で
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
案
件
で
は
条
例
案
の
提
案
で
あ
る
た
め
こ
の

条
例
が
ま
ず
使
え
る
内
容
か
ど
う
か
、
次
に
条
例
案
を

認
め
た
場
合
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
る
の
か
、
準

備
に
ど
の
く
ら
い
の
日
数
を
要
す
る
の
か
、
現
在
の
進

捗
状
況
に
合
わ
せ
て
可
能
か
ど
う
か
な
ど
会
派
代
表
が

質
疑
を
行
い
会
派
総
会
の
中
で
決
を
採
り
ま
し
た
が
残

念
な
が
ら
1
名
考
え
の
違
う
行
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
会
派
制
で
行
っ
て
い
る
以
上
ま
と

め
ら
れ
な
か
っ
た
私
の
責
任
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
会

派
内
で
は
自
由
な
討
論
を
戦
わ
せ
意
見
を
言
い
な
が
ら

も
決
す
る
と
き
は
会
派
一
致
で
臨
む
の
が
会
派
に
所
属

す
る
議
員
の
行
動
と
自
負
し
て
き
た
も
の
と
し
て
は
私

自
身
の
今
後
の
責
任
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
、

謙
虚
な
姿
勢
で
ひ
と
つ
ず
つ

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

松
江
市
議
会
議
員

　
森
脇
勇
人

補
助
金
が
な
く
な
る
か
ら
新
庁
舎
建
設
を
急

ぐ
？今

年
度
が
国
の
支
援
（
約
34
億
円
）
が
受
け
る
事
が

で
き
る
最
終
年
で
す
。
こ
れ
は「
実
際
に
建
設
す
る
市

庁
舎
の
設
計
図
（
実
施
設
計
）」
に
着
手
す
る
事
が
条

件
で
す
。後
は
建
設
の
着
手
を
い
つ
に
す
る
か
？
と
い

う
議
論
で
す
が
松
江
市
庁
舎
の
現
状
を
考
え
る
と「
遅

く
」
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

立
地
場
所
や
形
状
変
更
を
し
た
ら
ど
う
な
る

か
？現

在
の
設
計
内
容
を
変
更
し
た
場
合
（
例
・
建
設
場

所
な
ど
）
は
も
う
一
度
、基
本
構
想
か
ら
作
り
直
し
→

基
本
方
針
や
計
画
→
基
本
設
計
ま
で
最
低
2
年
か
ら

4
年
か
か
る
た
め
に
い
ず
れ
に
せ
よ
国
の
支
援
は
受

け
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
れ
ま
で
基
本
構
想
・

計
画
・
設
計
（
約
3
億
円
）
な
ど
の
全
て
の
経
費
が
無

駄
に
な
り
ま
す
。

違
う
場
所
で
安
く
建
て
れ
ば
よ
い
と
い
う
議

論
に
対
し
て

例
え
ば
現
在
と
違
う
場
所
で
1
2
0
億
円
で
建
設

を
行
う
と
す
れ
ば
、現
在
の
建
設
単
価
で
は
15
万
人
都

市
（
働
く
職
員
数
も
少
な
い
）
の
新
築
市
庁
舎
と
同
規

模
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
は
原
子
力
防
災
セ
ン

タ
ー
等
や
職
員
数
の
現
状
を
考
え
る
と
、そ
も
そ
も
新

築
・
四
角
の
建
物
で
も
1
2
0
億
円
で
は
建
て
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
（
私
の
試
算
で
は
1
5
0
憶
円
）。
こ

の
時
す
で
に
国
の
支
援
は
な
い
の
で
現
在
計
画
と
市

民
の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

国
の
支
援
（
34
億
円
）
は
本
来
、無
か
っ
た
。

私
た
ち
（
松
江
市
議
会
）
は
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

建
設
費
1
2
0
億
円
（
他
市
事
例
※
後
述
）
見
込
み

の
時
よ
り
、
市
民
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
、

国
へ
支
援
制
度
の
延
長
要
望
を
行
い
1
年
延
長
が
決

定
し
ま
し
た
。私
た
ち
は
未
来
の
子
ど
も
達
へ
の
負
担

を
軽
ん
じ
て
こ
の
市
庁
舎
建
設
を
判
断
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
的
に
市
民
の
負
担
が
大
幅
に
増
え
て
し

ま
う
。

県
立
プ
ー
ル
跡
地
や
ホ
テ
ル
宍
道
湖
跡
地
等
を
考

え
た
場
合
（
様
々
な
コ
ス
ト
）
や
場
所
選
定
～
再
計
画

～
実
施
設
計
～
建
築
完
成
ま
で
に
7
年
～
10
年
。基
本

構
想
な
ど
職
員
人
件
費
等
の
そ
の
間
の
コ
ス
ト
数
億

円
、
新
築
庁
舎
1
3
0
～
1
4
0
億
円
、
現
市
役
所
撤

去
8
億
円
、庁
舎
建
設
地
整
備
費
（
地
下
埋
設
物
撤
去

等
）7
億
円
と
設
定
。
総
額
費
用
は
1
5
0
億
円
か
ら

1
6
0
億
円
程
度
と
な
り
、現
在
の
財
政
計
画
よ
り
30

～
40
億
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
広
大
な
市

役
所
跡
地
活
用
問
題
や
活
用
に
も
さ
ら
に
数
億
円
を

最
低
限
、見
込
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
多
く
の
地

域
と
同
じ
様
に
橋
南
か
橋
北
か
の
議
論
と
な
り
市
民

を
分
断
す
る
市
庁
舎
誘
致
運
動
が
起
き
、市
庁
舎
の
考

え
方
の
み
が
市
政
課
題
に
な
り
、福
祉
や
ま
ち
づ
く
り

や
教
育
な
ど
全
て
の
課
題
解
決
が
遅
く
な
る
事
は
容

易
に
想
像
で
き
ま
す
。そ
し
て
市
民
同
士
で
争
っ
た
結

果
、
現
在
の
古
い
市
庁
舎
の
危
険
を
放
置
し
、
何
よ
り

も
市
民
の
負
担
が
30
億
円
～
50
億
円
増
え
る
と
い
う

最
悪
の
結
果
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

現
在
計
画
中
の
市
庁
舎
を
建
築
で
き
な
い

場
合
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
残
す
負
担
は

現
在
の
計
画
よ
り
30
億
円（
最
低
）～
50
億

円
（
最
高
）
増
え
る
と
想
定
し
ま
す
。



6
月
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
案
件
が
多
く
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
中
に
補
正
予
算
第
3
号
が
追
加
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
、
一
般
質
問
は
各

会
派
1
名
の
み
と
し
、
会
期
を
短
縮
し
ま
し
た
。

6
月
10
日（
水
）　

本
会
議
（
会
期
の
決
定
、
提
案
説
明
）

6
月
15
日（
月
）　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

6
月
16
日（
火
）　

総
務
委
員
会
・
予
算
委
員
会
総
務
分

科
会

6
月
17
日（
水
）　

教
育
民
生
委
員
会
・
予
算
委
員
会
教

育
民
生
分
科
会
、
建
設
環
境
委
員
会

現
地
視
察

6
月
18
日（
木
）　

経
済
委
員
会
・
予
算
委
員
会
経
済
分

科
会
、
建
設
環
境
委
員
会
・
予
算
委

員
会
建
設
環
境
分
科
会

6
月
23
日（
火
）　

本
会
議（
追
加
提
出
議
案
・
提
案
説
明
・

議
案
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
　
　
　
　



予
算
委
員
会
（
追
加
提
出
議
案
審
査
・

分
科
会
長
報
告
・
質
疑
、
討
論
、
採

決
）、
教
育
民
生
委
員
会

6
月
24
日（
水
）　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
・
質
疑
、討
論
、

採
決
）

議
案市

長
提
出
の
議
案
は
、
同
意
案
件
1
件
、
条
例
案
件

14
件
、
単
行
案
件
5
件
、
予
算
案
件
1
件
、
承
認
案
件

20
件
、
報
告
案
件
19
件
の
合
計
60
件
で
す
。

同
意
案
件

【
松
江
市
農
業
委
員
会
の
委
員
任
命
に
つ
い
て
】

条
例
案
件
（
主
な
も
の
）

【
松
江
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
】

・

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
市
民
の
生
命
及

び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
的
に
行
わ
れ
た
措

置
に
係
る
作
業
等
に
従
事
し
た
場
合
に
、
防
疫
等
作

業
手
当
（
1
日
に
つ
き
4
、0
0
0
円
限
度
）
を
支

給
す
る
た
め
に
条
例
を
制
定
。

【
保
育
料
条
例
の
一
部
改
正
】

・

第
3
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
拡
充
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
小
学
6
年
生
以
下
の
第
3
子
以
降
の
子
ど
も

と
限
定
し
て
い
た
保
育
料
を
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
第

3
子
以
降
は
無
料
と
す
る
。

【
幼
稚
園
・
幼
保
園
預
か
り
保
育
料
等
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
】

・

有
事
に
お
け
る
登
園
自
粛
要
請
や
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
預

か
り
保
育
料
を
日
額
制
と
し
、
日
額
料
金
を
定
め
る

も
の
。

【
出
雲
か
ん
べ
の
里
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
】

・

研
修
室
を
廃
止
し
、
交
流
ホ
ー
ル
及
び
工
房
を
新
設

し
、
利
用
料
金
を
設
定
す
る
も
の
。

単
行
案
件
（
主
な
も
の
）

【
財
産
の
処
分
】

・

松
江
市
東
長
江
町
の
第
二
内
陸
工
業
団
地
（
朝
日
ヒ

ル
ズ
）
を
、
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
業
の
株
式
会
社
電

動
舎
へ
売
却
す
る
も
の
。

承
認
案
件
（
主
な
も
の
）

【
松
江
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
】

・

個
人
市
民
税
関
係
、
タ
バ
コ
税
関
係
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
関
係
な
ど
の
、
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
松
江
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
】

・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被
保
険

者
等
に
対
し
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
。

・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
理
由
と

す
る
保
険
料
の
徴
収
猶
予
及
び
保
険
料
の
減
免
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

令
和
元
年
度　

補
正
予
算

令
和
2
年
度　

補
正
予
算

令
和
2
年
6
月
補
正
予
算
の
概
要

令
和
2
年
6
月
補
正
予
算
の
概
要

6
月
23
日
追
加
提

出（
一
般
会
計
）

～
緊
急
的
な
措
置
の
た
め
、
議
会
を
開
か
ず
に
専
決
処
分

に
よ
る
対
応
し
た
、
第
1
号
補
正
、
第
2
号
補
正
の
承
認

案
件
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
3
号
補
正
予
算
な
ど
～

5
月
8
日
発
表
分
の
令
和
2
年
度
補
正
予
算
第
1

号
、
5
月
21
日
発
表
分
の
令
和
2
年
度
補
正
予
算
第
2

号
の
承
認
に
加
え
、
6
月
23
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
追

加
補
正
予
算
第
3
号
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
3
号
補
正
予
算
で
は
市
単
独
事
業
と
し
て
、

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
発
行
事
業
費

・「
松
江
Ｇ
Ｅ
Ｎ
K
Ｉ
夜
市
」
開
催
支
援
事
業
費

・
飲
食
店
感
染
症
対
策
宣
言
支
援
事
業
費

・
新
た
な
営
業
ス
タ
イ
ル
転
換
支
援
事
業
費

・

観
光
回
復
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
費
（
Ｒｅ

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ

ｙ
!
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

・
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
る
公
共
交
通
支
援
事
業
費

・

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事
業
（
2
号
補

正
し
た
市
単
独
支
援
事
業
の
支
給
対
象
者
を
拡
大
）

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
代
替
開
催
支
援
事
業
費

・
防
災
資
機
材
整
備
事
業
費

・
保
健
所
管
理
運
営
費
（
保
健
所
）

な
ど
が
予
算
化
さ
れ
、
松
政
ク
ラ
ブ
よ
り
要
望
し
て
い

た
項
目
の
多
く
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
更
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
補
正
予
算
へ
の

具
体
的
な
提
言
等
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
付
託

に
答
え
て
ま
い
り
ま
す
。

国の経済対策に係る事業
⑴特別定額給付金給付事業   204億円
（世帯主に給付対象者一人当たり10万円を給付）

⑵子育て世帯への臨時特別給付金   2億7,736万円
（児童手当を給付する世帯（0歳〜中学生のいる世帯）へ特別給付金を一人1万円支給）

⑶生活困窮者自立支援事業   3,342万8千円
（松江市暮らし相談センターの相談支援員を2名増員7名→9名）

⑷地域生活支援事業費   1,025万円
（障がい者の生活支援に係る経費を補助。受け入れ態勢強化、代替サービス、在宅障がい
者支援）

⑸放課後等デイサービス支援事業   200万円
（障がい児放課後デイサービス利用増加に伴う利用者負担や代替サービスに係る経費）

⑹私立保育所運営費   633万7千円
（認定こども園等では保育料を自主徴収しているため減額分について施設型給付を増額）

⑺放課後児童健全育成事業   3,051万7千円
（小学校の臨時休校に伴い午前中から運営する民設児童クラブへ支給）
（臨時閉所した場合の減収分を補助）

⑻保健衛生管理費   48万1千円
（国の妊婦へのマスク支給により郵送に係る経費を補正）

⑼保健衛生諸費   5,263万2千円
（PCR検査に係る経費を補正・4月〜9月までの検査委託料）

⑽感染症医療体制整備事業   6,717万9千円
（法律に基づく入院医療費の公費負担及び移送に係る経費について補正）

⑾コールセンター設置事業費   971万3千円
（コロナウィルス感染相談窓口コールセンターを設置）

⑿保健所管理運営費   217万4千円
（新型コロナウィルス感染症にかかる経費について補正）

⒀衛生用品等購入費   1億5,652万8千円
（保育所・障がい者福祉施設・児童クラブ・小学校等が整備するマスク、消毒液など衛生
用品等の購入に係る経費に対して補助または物品提供を行う）

国の経済対策以外の事業（松江市独自事業）
⒁商業・サービス業感染対応支援事業費   1億672万円
（事業継続に向け売り上げ確保のためデリバリー等新事業展開に取り組む中小事業者を支援）
（補助額:対象事業費の4/5、補助額上限80万円、下限16万円。）

⒂経営支援給付金事業費   4億166万円
（市独自の給付金を支給。持続化給付金を受給した小規模事業者・令和2年1〜3月に起業・
創業した事業者のうち著しく売り上げが減少した小規模事業者。飲食については中小事
業者まで拡大。給付額は1事業所あたり10万円、複数事業所がある場合は10万円追加）

⒃中小企業在宅テレワーク促進事業費（商工業振興対策）   660万円
（在宅テレワーク導入支援・相談窓口設置、導入経費の2/3（上限30万円）を助成）

⒄宿泊事業者等緊急対策支援補助金   3,415万円
（経営に影響を受けている市内宿泊事業者に対し施設規模に合わせて定額の給付を行う）
（対象施設・約150施設、50室以上→50万円、11〜49室→30万円、10室以下→10万円）
（同一法人で複数対象施設がある場合は上限100万円）

⒅飲食サービス等緊急対策支援補助金   650万円
（市内飲食業者が取り組む売り上げ減少対策に対して商工会議所を通して支援を行う）
（売上減少対策を紹介するWEBサイトの開設・運営費補助50万円。取組支援600万円）

⒆テイクアウト応援事業費   750万円

（市内タクシー事業者及び飲食事業者等の経営維持、並びに外出自粛を行う市民のニーズ
に応えるため買い物の代行、飲食物の配送等を行うタクシー事業者に対して補助を行う）

（市民の買い物代行、飲食物の配送等を行うタクシー事業者に対し1250円/回を補助。期
間:事業開始後2か月間、道路運送法特例措置期間に限る）

感染症の拡大防止と医療体制の整備
⒇防災資機材整備事業費   4,743万1千円
（医療機関や福祉施設等に提供するためのマスクや災害時避難所で使用するための消毒液
等の資材購入）

（備蓄マスク・4588万1千円:庁舎内消毒液・114万8千円:災害時避難所消毒液・40万2千円）
�休日歯科応急診療所費   112万円
（休日歯科応急診療所における新型コロナウィルス感染症に対しての感染防止体制整備を
行う）

�web会議システム導入事業費   300万4千円
（定期的に審議会等を開催できるweb会議システムを導入する）

学校における感染症防止への対応
�ＩＣＴ活用教育推進事業費   8億5,042万1千円
（国の補正予算に呼応しR5年度までに全ての市立小・中・義務教育学校にタブレット端
末を整備するものを、前倒ししてR2年度にすべて整備する。整備台数15550台:市単独
分5184台）

�学校教育環境整備費   622万9千円
（市立女子高にタブレット端末、電子黒板を整備しオンライン授業ができるよう環境整備
するもの）

�学校施設整備維持補修費   1,277万8千円
（感染症予防対策のためトイレを様式化・松江二中8か所を多目的トイレ、女子高クラブ
ハウス）

特別会計補正予算
国民健康保険事業特別会計   112万2千円
（疾病手当金を新設。感染又は感染が疑われる保険被用者・直近3か月の給与収入の合計
額を就労日数で除した金額×2/3×日数）

公営企業会計補正予算
病院事業会計補正予算   1,209万6千円
（感染を防ぐ防護服の追加配備・人工呼吸器、陰圧装置、空気清浄機やパーテイション整
備の増額補正）

この補正予算においては松政クラブ各議員が所属する、総務・教育民生・経済・
建設環境の各部会を開き意見集約をさせていただき会派要望・意見として市長以
下執行部と協議しました。一刻も早く予算化できるよう議会を開くことなく「専
決処分」で提案をいただきましたが、多くの会派要望・意見が補正予算の中で反
映させていただきました。
今後６月定例会に向けて第二弾、第三弾と対策事業ができるよう努力します。
しかしながら自主事業が展開できる国のコロナ対応創生臨時交付金について私た
ちは12億円余りと予測していましたが県に６割、市町村に４割、また人口割りで
の配分となっておらず、今回６億９千万円余りとなっています。それぞれ環境の
違う市町村では最先端の市町村が対応することが求められており、県を予算が通
過することにより事業が遅れることを危惧しています。
今後とも市民の皆様のご意見が予算に反映できるよう努力いたします。

令和2年度新型コロナウィルス感染症緊急経済対策にかかる5月補正予算

6
月
議
会
報
告



令
和
二
年
度
二
月

定
例
会
報
告

令
和
２
年
度
２
月
定
例
会
で
会
派
代
表
質
問
を
行
い
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

1
．
国
の
地
方
財
政
対
策
の
影
響
に
つ
い
て

普
通
交
付
税
の
算
定
方
法
の
改
正
の
影
響
に
つ
い
て

Q
国
に
於
い
て
は
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
項
目
に
新
た

に
4
2
0
0
億
円
程
度
の
「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
」

が
創
設
さ
れ
た
・
市
町
村
分
は
2
1
0
0
億
円
程
度
と
伺
う
が
、

松
江
市
の
影
響
額
と
展
開
さ
れ
る
事
業
を
伺
う
。
ま
た
、
新
年

度
新
た
に
法
人
事
業
税
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。

A
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
法
人
住
民
税
法
人
割
の
税
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
替
わ
り
に
国
の
地
方
法
人
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
合
わ
せ
て
市
町
村
分
の
法
人
税
割
の
減
収
補

て
ん
措
置
と
し
て
、
都
道
府
県
の
法
人
事
業
税
の
一
部
を
市
町

村
に
交
付
す
る
法
人
事
業
税
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

交
付
税
不
交
付
団
体
で
あ
る
東
京
都
か
ら
法
人
事
業
税
を
国
が

吸
い
上
げ
、
他
の
都
道
府
県
に
譲
与
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
措
置
に
よ
り
「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
」
が
創
設
さ
れ
、

松
江
市
の
影
響
額
は
2
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
第
二
次
総
合
戦

略
1
2
8
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
た
い
。

税
制
改
正
に
つ
い
て

Q
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
性
是
正
措
置
に
つ
い
て
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

A
税
源
の
偏
在
性
は
地
域
間
の
財
政
力
格
差
を
拡
大
さ
せ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
格
差
に
つ
な
が
る
。
今
回
の
地
方
法
人

課
税
に
お
け
る
二
重
・
三
重
の
偏
在
性
是
正
措
置
は
、
東
京
一

極
集
中
を
打
破
し
地
方
創
生
に
取
り
組
む
地
方
の
声
を
受
け
止

め
ら
れ
た
結
果
と
考
え
る
。

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
費
創
設
に
つ
い
て

Q
国
は
地
方
団
体
が
単
独
事
業
と
し
て
緊
急
的
に
河
川
等

を
浚
渫
す
る
よ
う
新
た
に
「
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
費
」

を
地
方
財
政
計
画
に
計
上
し
、
浚
渫
経
費
に
つ
い
て
充
当
率

1
0
0
％
、
元
利
償
還
に
対
す
る
交
付
税
措
置
70
％
の
地
方
債

の
発
行
を
可
能
と
す
る
特
例
措
置
を
創
設
さ
れ
た
。
令
和
2
年

度
は
9
0
0
億
円
、
5
か
年
計
画
で
で
は
4
9
0
0
億
円
を
見

込
ん
で
お
ら
れ
る
が
今
年
度
予
算
に
お
け
る
松
江
市
事
業
、
ま

た
県
管
理
河
川
で
の
状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

A
松
江
市
と
し
て
は
今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
事
業
の
詳
細

を
踏
ま
え
有
効
に
活
用
し
た
い
。
県
管
理
河
川
に
つ
い

て
は
国
土
強
靭
化
緊
急
予
算
を
活
用
し
集
中
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
事
業
の
詳
細
を
踏
ま
え
活
用
を

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

《
再
質
》

Q
こ
の
事
業
は
昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
し
今
年
1
月
末
に

総
務
省
自
治
財
政
局
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

令
和
2
年
度
分
は
9
0
0
億
円
用
意
さ
れ
て
い
る
。
事
前
に
計

画
や
準
備
が
で
き
て
い
れ
ば
採
択
さ
れ
や
す
い
内
容
で
あ
り
今

後
対
応
さ
れ
た
い
。

A
県
管
理
河
川
の
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
財
源

が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
改
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
議
会
と
歩

調
を
そ
ろ
え
な
が
ら
要
請
し
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
増
額
に
つ
い
て

Q
国
は
令
和
2
年
度
か
ら
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
金

利
変
動
準
備
金
を
2
3
0
0
億
円
活
用
し
当
初
予
定
か

ら
倍
増
し
令
和
2
年
度
、3
年
度
は
4
0
0
億
円
、令
和
4
年
度
、

5
年
度
は
5
0
0
億
円
、
税
が
徴
収
さ
れ
る
令
和
6
年
度
か
ら

は
6
0
0
億
円
が
毎
年
支
給
さ
れ
る
予
定
と
伺
う
。
令
和
元
年

度
2
3
7
0
万
円
支
給
さ
れ
た
が
増
額
す
る
影
響
額
と
新
年
度

対
応
す
る
事
業
と
今
後
の
森
林
整
備
計
画
を
伺
う
。

A
影
響
額
は
令
和
2
～
3
年
が
5
0
3
7
万
8
千
円
、
令

和
4
～
5
年
が
6
5
1
9
万
6
千
円
、
令
和
6
年
度
以

降
は
8
0
0
1
万
2
千
円
と
な
り
大
幅
な
前
倒
し
と
な
る
。
山

林
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
予
定
を
前
倒
し
し
て
航
空
レ
ー
ザ

ー
計
測
に
よ
る
山
林
の
状
況
調
査
を
市
内
全
域
の
山
林
を
対
象

に
し
て
実
施
す
る
。
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
忌
部
地
区
内
で
手
入

れ
不
足
な
人
工
林
と
隣
接
す
る
天
然
林
の
一
体
整
備
に
着
手
し

水
源
の
保
全
も
図
り
た
い
。

今
後
は
「
松
江
市
森
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
計
画
的
な
森
林
整
備
を
進
め
森
林
保
全
に
努
め
た
い
。

《
再
質
》

Q
折
角
の
予
算
増
額
な
の
で
人
件
費
に
充
て
る
の
で
は
な

く
事
業
着
手
に
お
金
が
回
る
よ
う
に
し
て
効
果
が
出
る

よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

A
モ
デ
ル
事
業
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

Q
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
地
方
単
独
事
業
が
対

象
に
な
る
が
、新
年
度
予
算
で
の
対
応
と
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

A
「
緊
急
危
険
災
害
防
止
対
策
事
業
債
」
は
国
庫
補
助
事
業

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
事
業
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
元
年
度
は
県
が
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
市
内
3

カ
所
の
「
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
」
の
市
負
担
金
に
活
用
し
た
。

令
和
2
年
度
は
市
内
2
ヶ
所
で
実
施
す
る
「
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
」
の
市
負
担
金
と
、
鹿
島
町
善
坊
池
、
東
出
雲
町
の
内
馬

池
で
実
施
す
る
「
県
単
た
め
池
安
全
保
全
事
業
」
に
活
用
し
ま
す
。

税
制
改
正
に
つ
い
て

Q
毎
年
の
よ
う
に
経
済
界
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
税
制
の

改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
地
方
の
自
主
財
源
を
変
更
す

る
行
為
で
あ
り
、
地
方
議
会
は
毎
年
の
よ
う
に
行
き
過
ぎ
た
改
正

が
な
さ
れ
な
い
よ
う
要
望
も
し
て
い
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
安
定
し
た
国
や
地
方
の
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に

は
必
要
。
し
か
し
な
が
ら
経
済
対
策
と
は
い
え
、
地
方

に
何
ら
相
談
・
協
議
も
な
く
地
方
の
自
主
財
源
を
変
更
す
る
よ

う
な
や
り
方
は
問
題
で
あ
る
。
地
方
の
影
響
を
及
ぼ
す
税
制
改

正
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
地
方
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す
る
よ

う
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
対
し
て
提
言
等
を
行
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

Q
国
内
で
も
感
染
が
広
ま
っ
て
お
り
中
核
市
で
あ
る
松
江

市
と
し
て
も
保
健
所
に
よ
る
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
す

で
に
市
民
相
談
窓
口
の
設
置
や
市
民
周
知
に
つ
い
て
な
ど
対
策

も
さ
れ
て
い
る
が
患
者
が
発
生
し
た
し
た
場
合
の
対
応
や
対
策

は
大
丈
夫
な
の
か
伺
う
。

A
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
感
染
症
法
に
基
づ
き
入
院
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
あ
わ
せ
て
、
積
極
的
疫
学

調
査
を
実
施
し
濃
厚
接
触
者
を
特
定
し
健
康
観
察
や
外
出
自
粛

な
ど
の
要
請
を
行
う
等
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て
対
応
を
し

て
い
く
。
発
熱
が
4
日
以
上
続
き
、
倦
怠
感
、
呼
吸
困
難
が
あ

る
場
合
は
松
江
保
健
所
に
設
置
す
る
「
帰
国
者
・
接
触
相
談
セ

ン
タ
ー
」
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
安
倍
総
理
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
休
校
要
請
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
理
由
で
松
江
市
は
休
校
措
置
を
し

な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

A
一
つ
目
は
県
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

症
者
の
報
告
が
無
い
事
。
二
つ
目
は
関
係
団
体
へ
の
意

見
聴
取
の
結
果
、
必
要
性
は
認
め
る
が
時
期
に
つ
い
て
考
慮
し

て
ほ
し
い
、
保
護
者
負
担
が
大
き
く
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
確

保
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
が
と
れ
な
い
こ
と
、
三
つ
め
は
長
期
の

臨
時
休
校
に
よ
り
保
護
者
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
休
校
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
。
県
内
で
発
生
し
た
場
合

に
は
速
や
か
に
適
切
な
対
応
を
行
う
。

Q
国
の
経
済
対
策
を
注
視
し
な
が
ら
、
松
江
市
で
も
中
小
、

小
規
模
事
業
者
等
に
必
要
な
支
援
策
等
に
市
独
自
の
重

層
的
な
支
援
が
必
要
に
な
れ
ば
可
及
的
速
や
か
に
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
を
望
む
が
考
え
方
を
伺
う
。

A
2
月
末
時
点
で
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
で
は

大
き
な
影
響
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
市
と
し
て

も
市
内
事
業
所
の
状
況
把
握
に
努
め
効
果
的
な
対
策
を
国
・
県
と

協
調
し
て
迅
速
・
的
確
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
再
質
》

Q
刻
一
刻
と
内
容
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。
観
光
地
で
あ

り
観
光
に
影
響
が
出
な
い
か
心
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
だ
市
に
要
望
等
来
て
い
な
い
よ
う
だ
が
要
望
の
あ
っ
た
時
に

は
速
や
か
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
ま
ず
は
予
防
、
拡
大
防
止
に
全
力
を
挙
げ
、
市
民
の
皆

様
へ
の
情
報
提
供
に
全
力
を
挙
げ
た
い
。
影
響
が
出
始

め
て
い
る
の
で
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
頑
張
り
た
い
。

松
江
市
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

Q
新
年
度
よ
り
第
二
次
総
合
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

改
め
て
任
期
最
終
年
を
迎
え
た
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
、

市
政
運
営
に
対
す
る
思
い
、
将
来
構
想
を
伺
う
。

A
県
の
総
合
戦
略
と
整
合
性
を
取
り
な
が
ら
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
県
は
中
山
間
地
域
や
離
島
振
興
に
今

後
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
姿
勢
が
顕
著
で
あ
り
、
島
根
県
を
牽

引
す
る
立
場
で
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
市
長
会
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
頑
張
り
た
い
。

総
合
戦
略
2
つ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
は
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
て
い
き
た
い
。
若
者
が
夢
や
希
望

を
も
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
項
目
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
具
体
に
は
中
心
市
街
地
の
再
整
備
、

水
辺
の
利
活
用
、
新
幹
線
や
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、

若
者
の
雇
用
創
出
や
定
住
基
盤
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
ま
ち
づ

く
り
の
専
門
家
の
知
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市
全
体
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
た
い
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

Q
先
般
島
根
県
の
示
し
た
少
人
数
学
級
編
成
に
つ
い
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
多
く
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
松
江
市
議

会
と
し
て
も
意
見
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
だ
が
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
措
置
を
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
当
初
提
案
か
ら
小
学
校
1
年
生
を
現
行
の
30
人
の
定
数

で
維
持
す
る
よ
う
修
正
さ
れ
た
。小
学
1
年
生
、2
年
生
、

中
学
1
年
生
に
つ
い
て
は
編
成
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
編
成
を

行
わ
な
い
場
合
は
常
勤
講
師
を
1
名
配
置
す
る
提
案
を
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
基
本
的
な
解
決
に
な
っ
て
い
な
い
。

Q
児
童
ク
ラ
ブ
で
加
配
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
何
学
級

に
所
属
し
て
い
る
の
か
伺
う
。
合
わ
せ
て
小
中
合
わ
せ

て
の
学
級
数
、
支
援
を
要
す
る
人
数
と
支
援
員
の
人
数
と
配
置

状
況
を
伺
う
。

A
公
設
児
童
ク
ラ
ブ
で
加
配
の
対
象
の
子
ど
も
は
2
月
現

在
で
34
人
、
市
立
の
小
学
校
で
32
学
級
に
所
属
し
て
い

る
。
市
立
小
中
学
校
の
全
学
級
数
は
7
1
0
学
級
。

支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
は
通
常
学
級
の
約
11
％
に
当
た
る

1
7
0
0
人
で
通
常
学
級
の
約
93
％
に
当
た
る
5
3
5
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
は
、
小
、
中
、
義
務
教
育
学
校
併
せ

て
27
校
に
25
人
を
配
置
し
て
い
る
状
況
。

Q
県
が
考
え
を
変
え
な
い
よ
う
な
ら
ば
松
江
市
と
し
て
支

援
員
や
支
援
講
師
を
学
校
単
位
で
は
な
く
学
級
単
位
で

配
置
す
る
な
ど
財
政
措
置
を
含
め
た
検
討
が
必
要
と
感
じ
る
が

所
見
を
伺
う
。

A
今
回
の
基
準
で
編
成
が
行
わ
れ
れ
ば
現
時
点
で
、
小
中

学
校
22
校
で
30
学
級
が
減
る
こ
と
に
な
る
。
教
師
や
子

ど
も
へ
の
影
響
を
考
え
れ
ば
反
対
の
立
場
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
最
終
的
に
は
県
が
判
断
す
る
話
で
あ

り
、
見
直
し
を
行
う
判
断
を
さ
れ
た
以
上
は
県
が
責
任
を
も
っ

て
影
響
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
出
雲
市
、
松
江

市
の
両
市
議
会
に
お
い
て
反
対
決
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
4
万

5
千
人
の
反
対
署
名
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
十
分
に
受
け
止

め
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
運
営
、
学
級
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
実
際
に
影

響
を
受
け
る
学
級
を
中
心
と
し
て
、
子
育
て
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
中
で
捻
出
で
き
る
経
費
に
よ
り
影
響
緩
和
の
た
め
の
措
置
に

つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

道
路
事
業
に
つ
い
て
（
国
道
4
3
1
号
川
津
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
）
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令和２年度工事予定個所
島根町・美保関町・八束町
道路整備・改良

福浦法田線　道路改良 Ｌ＝225ｍ　　才軽尾線　道路改良 Ｌ＝115ｍ
市道菅浦立花線　工事（改良・継続）　稲積支線外1線……測量調査設
市道笠浦幹線落石対策工事 Ｌ＝10ｍ
市道月ケ迫線　設計（継続）・チェリーロード線（改良・新）
馬渡堤防線……測量調査設計（新）
林道美保関線改良 Ｌ＝200ｍ　舗装

側溝改良
七類海岸学校線（継続）・惣津七類線（継続）・市道江島4号線（新）
市道七類海岸線改良（新）

舗装改良工事
遅江41号線（新）

長寿命化対策工事
市道千酌路線（継続）・市道佐波灘線佐波灘橋（新・設計）
雲津幹線関連道橋（継続）・野波中央線代官家橋（継続）

河川・排水路改良
稲積川改修事業（継続）　河川改修 Ｌ＝30ｍ・才浦川（ブロック積擁壁・継続）
菅浦川（コンクリート擁壁）・女良川（災害復旧）稲積川（災害復旧）
法田川（コンクリートＵ型水路・継続）森山・伊屋谷川（ブロック擁壁・新）
下宇部尾排水路（コンクリートＵ型水路・新）
垣ノ内排水路（コンクリートＵ型水路・継続）
加賀排水路（調査設計）加賀排水路コンクリートＵ型水路・新）

建築工事
千酌消防機庫建設・マリンゲート島根下水道切り替え工事
中村元記念館空調設備更新工事・八束町地域情報通信施設撤去

港湾・漁港主要工事（国内示分）
野波西沖防波堤改良工事   1億3,000万円
野波漁港防波堤機能保全事業   650万円
海岸保全長寿命化計画策定（魚瀬・野井・片江）   2,205万円
北浦地区突堤新設測量調査設計委託   2,252万8千円
北浦地区突堤新設工事   9,247万2千円

惣津港物揚場長寿命化対策業務委託   450万円
笹子港野積場災害復旧工事   322万2千円
海岸保全施設長寿命化計画策定（佐波・笠浦・千酌・法田）   2,000万円

農林水産関係
沖泊漁港南物揚場機能保全工事 Ｌ＝20ｍ・潜戸船着き場修繕工事
小波地区滑り材設置工事 Ｌ＝70ｍ・雲津漁船揚場修繕工事
軽尾漁船揚場改良 Ｌ＝5ｍ

学校・体育施設
美保関運動公園、野球場・テニスコート修繕・美保関中学校耐震対策工事

県事業内示分
島根・八束・美保関他関連

松江鹿島美保関線　惣津工区   1億3,000万円（社会資本整備総合交付金）
松江島根線　加賀1（方面修繕）   2,000万円
松江島根線　加賀2（方面修繕）   2,000万円
急傾斜島根町野井   5,500万円
国道431号線　野原   8,000万円
国道431号線　万原   3億6,800万円（防災・安全交付金道路）
国道431号線　下宇部尾〜森山   2,400万円（土砂災害対策・災害防除）
松江鹿島美保関線　片江2   1億2,800万円
松江鹿島美保関線　北浦   2,000万円
大根島線　遅江   7,500万円
才浦4区急傾斜   3,000万円
福浦急傾斜   4,000万円
惣津　地すべり   1,800万円
海岸修繕惣津   1,000万円（消波ブロック）

国庫補助分
漁港補修　瀬崎   1,500万円
漁港補修　美保関   2,500万円
漁港補修　野波   650万円
漁港整備　野波   1億3,000万円
漁港整備　野井   1,200万円

海岸保全事業
計画策定　片江   153万円
野井   135万円
野波   1,782万円

細田博之代議士議員就任30周年記念パ－ティ－の様子 珠洲市視察

http://moriwaki-hayato.jp/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い

Q
国
道
4
3
1
号
線
川
津
バ
イ
パ
ス
は
島
根
県
事
業
で

8
・
1
キ
ロ
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
が
本
庄
工
区
2
・

9
キ
ロ
の
う
ち
2
・
3
キ
ロ
は
4
車
線
化
が
進
ん
で
い
な
い
。

す
で
に
土
地
の
買
収
は
さ
れ
て
お
り
道
路
に
準
ず
る
架
橋
も
整

備
さ
れ
て
い
る
が
時
間
と
共
に
事
業
が
途
中
で
変
更
さ
れ
完
成

で
き
な
け
れ
ば
肝
心
な
道
路
の
効
果
や
市
民
の
一
体
化
が
共
有

で
き
な
い
。

買
収
し
た
土
地
を
数
千
万
円
か
け
て
2
年
前
に
簡
易
舗
装
さ

れ
た
が
、
住
民
監
査
請
求
の
対
象
に
な
ら
な
い
か
心
配
を
し
た
。

松
江
市
へ
の
説
明
や
地
元
説
明
は
出
来
て
い
る
の
か
、
今
後
の

県
の
方
針
を
伺
う
。

A
平
成
27
年
度
の
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
で
4

車
線
化
の
基
準
交
通
量
が
日
に
9
0
0
0
台
の
と
こ
ろ

8
9
6
2
台
と
達
し
な
か
っ
た
の
で
当
面
暫
定
2
車
線
と
な
っ

た
。
簡
易
舗
装
に
つ
い
て
は
県
か
ら
市
に
情
報
提
供
が
あ
り
地

元
説
明
も
さ
れ
た
。
基
準
交
通
量
を
超
え
れ
ば
4
車
線
化
整
備

を
し
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

Q
国
道
4
3
1
号
線
川
津
バ
イ
パ
ス
や
境
港
・
出
雲
道
路

な
ど
の
整
備
に
あ
ま
り
に
も
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
い

る
と
思
う
が
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

A
早
期
に
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
市

議
会
議
連
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中
海
・
宍
道
湖
大
山
圏
域
市
長
会
と
し
て
も
知
事
に
要
望
す
る

予
定
に
し
て
い
る
。

Q
こ
の
道
路
で
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
お
年
寄
り
が
横

断
歩
道
を
渡
れ
な
い
状
況
に
あ
り
長
年
、
信
号
機
設
置

の
要
望
が
あ
っ
た
。
松
江
警
察
署
も
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
さ
れ
た
が
県
財
政
が
厳
し
く
、
信
号
機
の
移
設
を
検
討

す
る
対
応
を
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
残
念
な
が
ら
昨
年
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
の
対
応
を
伺
う
。

A
事
故
発
生
後
、
本
庄
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会
か
ら

押
し
ボ
タ
ン
信
号
機
の
設
置
要
望
が
再
度
提
出
さ
れ
た
。

要
望
を
受
け
押
し
ボ
タ
ン
信
号
機
の
設
置
を
松
江
警
察
署
に
働

き
か
け
て
い
る
。
現
在
本
庄
地
区
の
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と

調
整
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
県
。
市
が
し
っ
か
り
と
内
容
を

確
認
し
地
権
者
交
渉
な
ど
情
報
共
有
し
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
県
事
業
だ
と
い
っ
て
も
松
江
市
を
通
る
道
路
で
あ

り
市
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

A
現
在
も
国
や
県
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
地
権
者
交

渉
、
地
元
説
明
会
の
開
催
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
な
ど
事
業
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
道
路

事
業
が
進
む
こ
と
は
市
に
と
っ
て
も
非
常
に
効
果
が
大
き
く
連

携
を
取
り
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

《
再
質
意
見
》

地
元
の
皆
様
の
土
地
を
す
で
に
買
収
し
て
お
り
、
地
権
者
の

皆
様
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
の
中
で
土
地
を
提
供
さ
れ
た
と
思
う
。

交
通
量
が
減
っ
た
か
ら
と
の
回
答
も
あ
っ
た
が
逆
に
言
え
ば
予

算
措
置
の
あ
っ
た
も
の
を
速
や
か
に
事
業
着
手
し
て
い
れ
ば
そ

う
い
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
死
亡
事
故
が
起
き
た

こ
と
は
大
変
悲
し
い
事
で
あ
り
危
惧
し
て
い
る
。
県
に
は
そ
う
い

っ
た
意
味
で
も
力
強
い
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。


